
 
 

 
 

 
 

 
 

   

《
ご
あ
い
さ
つ
》 

                          

 

◇
鳥
栖
市
議
会
・
六
月
定
例
会
報
告 

 

平
成
二
十
四
年
六
月
定
例
会
で
は
、

鳥
栖
市
一
般
会
計
補
正
予
算
〈
第
一
号 

〉
な
ど
、
執
行
部
提
出
の
一
〇
議
案
と

報
告
二
件
、
意
見
書
四
件
を
原
案
ど
お

り
可
決
、
意
見
書
一
件
を
否
決
し
、
一

般
質
問
な
ら
び
に
各
常
任
委
員
会
の
審

査
・
討
議
が
行
わ
れ
、
六
月
二
〇
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
主
な
も
の

を
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

《
平
成
二
十
四
年
六
月
補
正
予
算
》 

 

平
成
二
十
四
年
六
月
鳥
栖
市
一
般
会

計
補
正
予
算
〈
第
一
号
〉
の
総
額
は
、

歳
入
・
歳
出
と
も
そ
れ
ぞ
れ
四
千
八
百

九
十
八
万
九
千
円
で
既
決
の
予
算
と
合

わ
せ
る
と
、
本
年
度
の
予
算
総
額
は
二

百
二
十
一
億
四
百
十
九
万
七
千
円
と
な

り
、
対
前
年
度
同
期
伸
び
率
一
．
二
％

増
に
な
り
ま
し
た
。 

 

〈
主
な
歳
出
〉 

◎
建
設
課
・
舗
装
路
面
補
修
委
託
料
＝

二
百
万
円
・
道
路
舗
装
工
事
費
＝
九
百

万
円
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
助
成
事

業
＝
二
千
四
百
七
十
六
万
六
千
円
・
◎

教
育
委
員
会
―
総
務
課
・
鳥
栖
西
中
学

校
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
改
修
工
事
費
（
新

規
）
＝
四
百
万
円
・
学
校
教
育
課
・
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
＝
二
百

六
十
万
円
・
◎
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
・
儀

徳

町

運

動

広

場

照

明

設

備

改

修

工

事

（
新
規
）
＝
六
百
五
十
万
円
・
な
ど 

《
小
石
ひ
ろ
か
ず
が
所
属
す
る 

 
 

 
 

 
 

総
務
常
任
委
員
会
》 

◎
条
例
に
定
め
ら
れ
た
常
任
委
員
会
の

任
期
（
二
年
）
、
が
満
了
し
又
今
ま
で 

四
つ
だ
っ
た
常
任
委
員
会
が
総
務
常
任

委
員
会
・
建
設
経
済
常
任
委
員
会
・
文

教
厚
生
常
任
委
員
会
・
の
三
つ
に
な
り 

、
小
石
ひ
ろ
か
ず
は
総
務
常
任
委
員
会

の
所
属
に
な
り
ま
し
た
。 

◎
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
＝
八
千
二
十

六
万
六
千
円
／
議
案
甲
第
２ １

号
・
鳥
栖

市
証
明
等
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
他
、
三
議
案
原
案
可
決 

 

〈
議
案
外
〉
で
サ
ガ
ン
鳥
栖
練
習
環
境

整
備
に
関
す
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て
「 

報
告
」
を
受
け
ま
し
た
。 

現
在
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
及
び
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
に
伴
う
実
施
設
計
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
◇
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
建
設
工
事 

に
伴
う
実
施
設
計
及
び
工
事
監
理
業
務

＝
請
負
業
者
・
ひ
か
る
建
築
設
計
室
◇

鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム
北
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
改

修
測
量
設
計
業
務
＝
請
負
業
者
・
第
一

復
建
株
式
会
社
、
佐
賀
事
務
所 

◇
照
明
施
設
＝
株
式
会
社
サ
ガ
ン
・
ド

リ
ー
ム
ス
か
ら
要
請
の
あ
っ
た
、
照
明

施
設
に
つ
い
て
は
周
辺
環
境
に
配
慮
し

取
り
下
げ
る
旨
の
申
し
出
を
受
け
、
設

置
し
な
い
。 

〈
整
備
概
要
〉 

◇
整
備
予
定
場
所
＝
鳥
栖
市
弥
生
が
丘

（
鳥
栖
北
部
丘
陵
新
都
市
地
内
・
中
学

校
予
定
地
）
三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
◇
土

地
所
有
者
＝
鳥
栖
市
土
地
開
発
公
社
◇

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
＝
軽
量
鉄
骨
造
２
階
建 

 

建
築
面
積
／
約
四
百
十
五
平
方
メ
ー

ト
ル
、
延
床
面
積
／
約
八
百
三
十
平
方

メ
ー
ト
ル
（
事
務
所
・
会
議
室
・
更
衣

室
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
・
浴
室
等
） 

◇
グ
ラ
ウ
ン
ド
／
天
然
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

２
面
化
、
（
駐
車
場
・
芝
生
整
備
・
給 

排
水
設
備
・
外
構
舗
装
・
防
球
ネ
ッ
ト 

・
フ
ェ
ン
ス
等
）
※
詳
細
設
計
に
よ
り

面
積
・
内
容
等
は
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

  

〔
小
石
ひ
ろ
か
ず
・
一
般
質
問
〕 

 

◎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の 

 
 

 
 

 
 

早
期
整
備
を
！ 

 
 

【
質
問
要
旨
】 

 

学
校
給
食
基
本
理
念
・
基
本
設
計
の

内
容
か
ら
は
、
現
在
の
給
食
施
設
は
学

校
給
食
衛
生
管
理
基
準
を
満
た
し
て
お

ら
ず
、
衛
生
面
で
不
安
が
あ
る
。
安
全

な
給
食
提
供
の
た
め
に
は
、
計
画
の
と

お
り
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
早
期
整
備

が
必
要
と
考
え
る
が
、
未
だ
建
設
用
地 

小石ひろかず 
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が
決
ま
っ
て
い
な
い
。
建
設
用
地

に
つ
い
て
決
定
時
期
を
お
伺
い
し

ま
す
。 

 
 

【
答
弁
要
旨
】 

 
 

 
 

 

学
校
給
食
施
設
の
現
状
は
、
学

校
給
食
衛
生
管
理
基
準
を
満
た
し

て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ

り
、
学
校
給
食
の
安
全
確
保
を
早

急
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
よ

り
解
決
し
た
い
と
考
え
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。 

現
在
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

設
用
地
の
候
補
地
を
選
定
中
の
と

こ
ろ
で
あ
り
又
建
設
用
地
の
要
件

と
し
て
は
、
各
学
校
ま
で
の
配
送

時
間
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、

さ
ら
に
ア
ク
セ
ス
道
路
・
上
下
水

道
・
都
市
ガ
ス
等
の
基
礎
的
な
イ

ン
フ
ラ
状
況
も
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

建
設
用
地
の
決
定
時
期
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
五
年
度
中
の
建
設

着
工
と
い
う
目
標
を
踏
ま
え
、
平

成
二
十
四
年
九
月
議
会
に
は
、
補

正
予
算
の
計
上
が
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
ま
す
。 

◎
歴
史
遺
産
を
活
か
し
た 

 
 

 
 

 

ま
ち
づ
く
り
！ 

 

【
質
問
要
旨
】 

市
長
に
は
ラ
・
フ
ォ
ル
・
ジ
ュ
ル

ネ
を
中
心
と
し
た
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
、
サ
ガ
ン
鳥
栖
、
久
光
製
薬

ス
プ
リ
ン
グ
ス
、
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

の
ま
ち
づ
く
り
に
併
せ
、
歴
史
遺

産
に
も
目
を
向
け
、
歴
史
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
国
の
事
業
予
算

な
ど
を
、
積
極
的
に
導
入
し
て
「
歴

史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
く
な
ど 

、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
市
長
の
お

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。 

【
答
弁
要
旨
】 

 

活
気
あ
ふ
れ
た
個
性
豊
か
な
、 

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
と
と
も
に
、
市
民
が

自
ら
の
ま
ち
の
歴
史
や
歴
史
的
文

化
遺
産
を
知
り
、
学
ぶ
こ
と
に
よ

り
、
地
域
・
風
土
へ
の
誇
り
や
郷

土
を
自
ら
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る

心
を
育
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
勝

尾
城
筑
紫
氏
遺
跡
は
、
市
内
に
残

る
様
々
な
歴
史
的
文
化
遺
産
の
中

で
も
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性

化
に
資
す
る
核
の
一
つ
と
な
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

現
在
の

鳥
栖
市
の
ま
ち
の
原
形
を
造
っ
た

の
が
勝
尾
城
城
主
の
筑
紫
氏
で
あ

り
、
筑
紫
氏
が
勝
尾
城
を
拠
点
と

し
た
戦
国
時
代
で
あ
る
と
言
わ
れ

ま
す
。
こ
う
し
た
史
跡
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
市
民
が
地
域
の
誇

り
と
し
て
学
校
教
育
や
生
涯
学
習

に
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
取
り

組
み
を
従
来
か
ら
進
め
て
お
り
ま

す
。
昨
年
十
二
月
に
催
し
た
「
ふ

る
さ
と
発
見
へ
の
挑
戦
」
と
題
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
地
域
の

歴
史
的
文
化
遺
産
と
ま
ち
づ
く
り

を
テ
ー
マ
に
、
様
々
な
視
点
か
ら

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
文
化

財
が
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
大

変
有
用
で
あ
る
こ
と
を
多
く
の
参

加
者
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
勝

尾
城
筑
紫
氏
遺
跡
を
は
じ
め
と
す

る
市
民
の
歴
史
的
文
化
遺
産
を
、 

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
に
資

す
る
取
り
組
み
を
継
続
さ
せ
る
と

と
も
に
、
今
後
予
定
さ
れ
る
史
跡

の
整
備
事
業
の
進
捗
に
併
せ
て
、 

市
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
方
々
に

史
跡
の
す
ば
ら
し
さ
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
よ
う
な
事
業
を
、
国
の

補
助
な
ど
様
々
な
財
源
を
活
用
し

て
、
さ
ら
に
充
実
・
発
展
さ
せ
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

◎
消
火
器
に
関
す
る 

 
 

 
 

 

問
題
に
つ
い
て
！ 

 

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
平
成
二

十
二
年
三
月
の
契
約
で
「
小
中
学

校
消
防
用
消
耗
品
購
入
事
業
」
と

し
て
消
火
器
等
を
二
百
九
十
九
万

三
千
二
百
三
十
五
円
で
受
注
し
た

Ｍ
業
者
が
同
時
に
小
中
学
校
の
廃

消
火
器
三
百
二
十
本
の
産
業
廃
棄

物
処
理
も
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、 

廃
消
火
器
が
産
業
廃
棄
物
等
と
し

て
最
終
的
に
処
分
さ
れ
た
証
明
書

が
担
当
課
に
保
管
さ
れ
て
い
る
か

問
い
ま
し
た
。 

相
手
方
Ｍ
業
者

か
ら
証
明
書
等
の
提
出
が
な
か
っ

た
こ
と
、
提
出
が
な
か
っ
た
こ
と

に
対
し
市
が
催
促
し
な
か
っ
た
こ

と
は
適
切
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、 

「
不
用
消
火
器
処
分
証
明
書
」
が

二
年
以
上
経
過
し
た
平
成
二
十
四

年
四
月
上
旬
に
提
出
さ
れ
た
こ
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
提
出

に
対
し
不
自
然
さ
が
あ
り
、
こ
の

件
に
対
し
今
後
さ
ら
に
説
明
を
求

め
て
い
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
以
上
） 

◎
そ
の
他
「
勝
尾
城
筑
紫
氏
遺
跡

の
現
状
に
つ
い
て
」
な
ど
を
質
問

し
ま
し
た
。 

 

小
石
ひ
ろ
か
ず
へ
の
ご
意
見
、 

ご
要
望
な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 
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